
１ 月３１日、 ２回 事会を開催しまし

た。 バナー 会、会 事 ます会

の決 を いたしました。 月２日、

会 強 会 当のプログラ を しま

した。 月 会プログラ 、 月会 を

しました。 月１日開催の２５１０地 ロー

タリー リーダー ップ 会 ー ３に択

会 ク と 事が出 となっ

ています。

２ 山 館 ５０ 年 の 別

のお願が来ています。 回の 会より めた

いと思います。 人が 、 人が

となっています。 は

プロジ ク の 会 にお願いして

おります。この は所 の に

なります。

３ 今年度の 事会において の をした

いと思っております。現在の会 の 少によ

り現在の の が な事、また に

な 分が見当たり、 を してお

ります。 事会で を作 する に 問

会を開催したいと思います。 問 会

ンバーは 会 、 会 、山 会 、

会 、 の５名です。 しくお願いし

ます。

月のロータリー ー は１ です。

ロータリークラブより 、

、 月会 、 月 会 を しま

した。

煙本日

　「わが生い立ち」

　　　　村松　博士 会員

煙次週予定

　「移動夜間例会」

会員誕生日

　関　野　紘　史

配偶者誕生日

　對　馬　真　澄
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第７回　８月２１ 日

会員総数 ………………３１名
出免会員 ………………２名
出免出席 ………………２名
基準会員出席 …………１９名
出席率 …………… ６７．７４％

　

欠席会員 ………………５名
内メイクアップ ………１名
修正出席率 ……… ６７．７４％
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ロータリークラブより 月会 を し

ました。

ロータリー 日 より、

が いております。 者には後

ほどお しいたします。

１５回ロータリー日 親 会 の を

しました。

国 ロータリー ２５１０地 ローターアク

回地 協 会の を しました。

会 後、留萌 り 行 会の皆さ

んが りの ッ の のお願いに来て

いますのでよろしくお願いします。

社会奉仕委員長　 　関野委員長

　 日開催されたあんどん 会 ありがとう

いました。事 もなく 事 いたしまし

た。会 皆様に感謝 し ます。なお は

クリー ングさんまで けてください。

しくお願い し ます。

やん あんどんお れ様でした。　福士会長

ありがとう います。　 串橋幹事

日は お 話になりました　　山本会員

年度親 会の皆さんから クタイ

を きました。ありがとう いました。

　 鈴木会員

あんどん きました。 日また に

をくっ いました。　 高橋会員

あんどん 会皆様 協力ありがとう いま

した。素 な 出来ました。　 関野会員

あんどん いただきました。

　燕、西谷、大嶋、山根、西原各会員

　 　回　　１６０００

　今　回　 　２５０００

　累　計　　２２１，０００円

「我が生い立ち」
　大沼　　大会員

　 は 年（ 年）５月 日に 海道

留萌 で まれました。 で えば、 出

会 の 子さんの 出 、イ ダ の 田

、 、 合 を っている

などが です。

　 の は元ロータリーの会 で、 が まれ

た時は、 が 資材 業の

会 を営んでおり、 が社 、

が専 を めておりました。その の では

ただ 親が しそうに 事をしていた事しか

にありません。

　 少の は 見 育 に通い、東 小 、

留萌 、留萌 までを留萌で しまし

た。 見 育 時 の では、親が りに

えに来るのが当たり ですが、 の場合は 事

の で、 達の 業 が 会と

きく名 の った ラックで えに来てくれ

ていた があります。

　留萌 では で、２年の から

に りました。 で リ ンの スター

の山 の いがあったからで、 さんと

はそこで出会っています。１年 でしたので

話す事はありませんでした。 時 は

の いで、２年 の時に 道 へ し、田

将の しい を け、３年 の時に

的に初 を する事が出来ました。その後、

東洋 へと し、 とともに 海道を

れ、 業後に 職 である 回り ーカー

のクリナップ 会社に 社いたしました。

２年、日 一 い街、 で 年

間を しました。 での６年間は 事が

しく を てませんでしたが、 の

年目に 日の 分 に めたのが当時少しづ

つ 目が まりつつあった、ボルダリング（ク

ライミング）でした。

　 年、クリナップの札幌営業所へと にな

りましたが、東札幌のジ でクライミングを

ける事が出来ました。そこでロープクライミン
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グなど、クライミングの新しい魅力を知る事に

なりました。

　その後、クリナップを退社し地元留萌へ戻る

事となりましたが、クライミングが出来る場所

がありません。留萌に戻って１ヶ月程度は札幌

に毎週のように通いましたが、このスポーツの

魅力を皆に伝えたいとの思いから、留萌に戻っ

て２年目の夏に、自分の会社の２階の資材置き

場だったスペースに札幌の専門業者にお願いし

て小さなボルダリングスペースを作ってもらい

ました。

　その後、どの様に運営していけばよいか悩ん

でいた所に出会ったのが、山岳会の村田さんと

体育協会の井端さんでした。二人とも親身に相

談に乗ってくれて、留萌スポーツクラブのなか

のボルダリングクラブとして現在に至ります。

　当初は５名くればまずまずという具合ではあ

りましたが、（閑古鳥が鳴く事もありましたが）

６年経った今では、１日当たり１２～１３人、多い

時には２０人ほどの賑わいを見せるようになりま

した。クライミングを通して年齢、性別、職業、

国籍を問わず、様々な人々に出会わせてもらえ

たと感謝しています。

　羽幌の仲間が武道館にクライミング壁を設置

したり、小平町の海洋センターにも壁が出来た

り、少しづつですがクライミングが身近になっ

てきているのかなと感じています。近い将来、

近郊の街ナンバーワンを決めるオロロンカップ

を開催したいと思っております。

　話はそれますが、一人旅が好きで、年に１回

程度、東南アジアに行っています。そこで出会

う子供達を見ると、（田舎では子供達が素足で

遊んでいるのを見て）この子供達にクライミン

グをやってもらったら、あっという間に強くな

るんだろうな、と感じました。将来的にはそう

いった地域でクライミングを通して何か貢献で

きればと思っております。
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